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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 9日 (2007.8.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ケ ラ チ ン 含 有 繊 維 、 と り わ け 人 毛 を 滑 ら か に す る 方 法 、 及 び こ の 方 法 に お け
る 、 カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー 、 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 、 シ リ コ ー ン 及 び タ ン パ ク 質 加 水 分
解 物 の 中 か ら 選 ば れ る コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 化 合 物 を 少 な く と も  1 種 含 む 製 剤 の 使 用 に 関
す る 。
　 基 本 的 に 、 全 て の 動 物 の 毛 、 例 え ば 羊 毛 、 馬 の 毛 、 ア ン ゴ ラ ヤ ギ の 毛 、 毛 皮 、 羽 毛 並 び
に こ れ ら か ら 製 造 さ れ る 製 品 及 び 布 地 は 、 ケ ラ チ ン 含 有 繊 維 で あ る 。 本 発 明 は 、 好 ま し く
は 、 人 の 巻 毛 及 び そ れ か ら 作 れ た か つ ら を 滑 ら か に す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 、 ケ ラ チ ン 含 有 繊 維 の 永 続 的 な 平 滑 化 は 、 物 理 的 成 形 、 並 び に ケ ラ チ ン 還 元
化 合 物 及 び 酸 化 化 合 物 の 使 用 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 対 応 す る 方 法 で は 、 人 の 巻 毛 及 び そ れ
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か ら 作 れ た か つ ら を 滑 ら か に す る た め に 、 ケ ラ チ ン 還 元 化 合 物 の 影 響 下 、 巻 毛 を 通 常  1
5 mm 超 の 大 き い 直 径 の カ ー ラ ー に 巻 く か 、 巻 毛 を 櫛 で 滑 ら か に と か す 。 巻 毛 を 滑 ら か に
で き る も う  1 つ の 方 法 は 、 ホ ッ ト ア イ ロ ン に よ る 方 法 で あ る 。 し か し な が ら 、 巻 毛 の 熱
処 理 は 、 滑 ら か に す る と 同 時 に ケ ラ チ ン 含 有 繊 維 の 構 造 を 永 続 的 に 変 形 さ せ る （ R. McMul
len ら 、 J. Cosmet. Sci., 1998 年 、 第  49 巻 、 第  223～ 244 頁 参 照 ） 。 こ の 繊 維 構 造 の
変 形 は 、 適 当 な 方 法 を 用 い る こ と に よ っ て 防 が れ る べ き で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 水 性 組 成 物 （ B） が 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 効 果 の あ る 化 合 物 と し て 、 少 な く と も  
1 種 の カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー を 含 む こ と が 好 ま し い 。 水 性 組 成 物 （ A） に 含 ま れ る ケ ラ チ ン
還 元 は 、 好 ま し く は 、 少 な く と も  1 個 の チ オ ー ル 基 を 有 す る 化 合 物 及 び そ の 誘 導
体 の 中 か ら 、 並 び に 亜 硫 酸 塩 、 亜 硫 酸 水 素 塩 及 び 二 亜 硫 酸 塩 の 中 か ら 選 ば れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 明 記 さ れ た ア ミ ノ 酸 の 含 有 量 が 高 い （ > 50 ％ 、 と り わ け  > 70 ％ ） 、 平 均 し て  
2～ 3 個 の ア ミ ノ 酸 を 有 す る オ リ ゴ ペ プ チ ド も 、 本 発 明 に お い て 使 用 で き る
　 本 発 明 に お い て 特 に 好 ま し い の は 、 前 記 し た ア ミ ノ 酸 リ ッ チ で あ る 、 ア ル ギ ニ ン 、 ア ス
パ ラ ギ ン 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 、 並 び に こ れ ら の 塩 及 び オ リ ゴ ペ プ チ ド 又 は 加 水 分 解 物 で あ る
。 特 に 好 ま し い の は 、 ア ス パ ラ ギ ン 及 び ア ス パ ラ ギ ン 酸 並 び に こ れ ら の 塩 又 は 加 水 分 解 物
で あ る 。
　 好 ま し い 態 様 で は 、 水 性 組 成 物 （ C） は タ ン パ ク 質 加 水 分 解 物 を 含 ま な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ア ル キ ル 又 は ア ル ケ ニ ル 基  R 4  は 、 4～ 11 個 、 好 ま し く は  8～ 10 個 の 炭 素 原 子 を 含 む
第 一 級 ア ル コ ー ル か ら 誘 導 さ れ 得 る 。 典 型 例 は 、 ブ タ ノ ー ル 、 ヘ キ シ ル ア ル コ ー ル 、 カ プ
リ ル ア ル コ ー ル 、 カ プ リ ン ア ル コ ー ル 及 び ウ ン デ シ ル ア ル コ ー ル 並 び に こ れ ら の 混 合 物 （
例 え ば 、 脂 肪 酸 メ チ ル エ ス テ ル を 水 素 化 す る こ と に よ っ て 、 又 は  Roelen の オ キ ソ 合 成 由
来 の ア ル デ ヒ ド を 水 素 化 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。 ） で あ る 。 C 8 ～ 1 8  ヤ シ 油 ア ル コ ー
ル の 蒸 留 分 離 の 初 留 と し て 得 ら れ 、 不 純 物 と し て  6 重 量 ％ 未 満 の  C 1 2  ア ル コ ー ル を 含 み
得 る  C 8 ～ C 1 0 （ DP = 1～ 3） の 鎖 長 を 有 す る ア ル キ ル オ リ ゴ グ ル コ シ ド 、 及 び 工 業 用  C 9 / 1
1  オ キ ソ ア ル コ ー ル （ DP = 1～ 3） ベ ー ス の ア ル キ ル オ リ ゴ グ ル コ シ ド が 好 ま し い 。 加 え
て 、 ア ル キ ル 又 は ア ル ケ ニ ル 基  R  は 、 12～ 22 個 、 好 ま し く は  12～ 14 個 の 炭 素 原 子 を
含 む 第 一 級 ア ル コ ー ル か ら も 誘 導 さ れ 得 る 。 典 型 例 は 、 ラ ウ リ ル ア ル コ ー ル 、 ミ リ ス チ ル
ア ル コ ー ル 、 セ チ ル ア ル コ ー ル 、 パ ル モ レ イ ル ア ル コ ー ル 、 ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ
ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル 、 オ レ イ ル ア ル コ ー ル 、 エ ラ イ ジ ル ア ル コ ー ル 、 ペ ト ロ セ リ ニ ル ア
ル コ ー ル 、 ア ラ キ ル ア ル コ ー ル 、 ガ ド レ イ ル ア ル コ ー ル 、 ベ ヘ ニ ル ア ル コ ー ル 、 エ ル シ ル
ア ル コ ー ル 、 ブ ラ シ ジ ル ア ル コ ー ル 並 び に 上 記 に 示 し た よ う に 得 ら れ る こ れ ら の 工 業 用 混
合 物 で あ る 。 DP が  1～ 3 で あ る 加 水 分 解  C 1 2 / 1 4  ヤ シ 油 ア ル コ ー ル ベ ー ス の ア ル キ ル オ
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リ ゴ グ ル コ シ ド が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 水 性 組 成 物 （ B） 中 に 含 ま れ る 酸 化 剤 は 、 好 ま し く は 、 臭 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ
ウ ム 又 は 過 酸 化 水 素 か ら 選 ば れ る 。 酸 化 剤 と し て 過 酸 化 水 素 を 使 用 す る こ と が 特 に 好 ま し
い 。 過 酸 化 水 素 製 剤 を 安 定 化 す る た め に 、 更 な る 市 販 安 定 剤 を 添 加 で き る 。 通 常 約  0.5～
3.0 の  H 2 O 2  を 含 む 水 性  H 2 O 2  製 剤 の  pH 値 は 、 好 ま し く は  2～ 6 で あ る 。 臭 素 酸
塩 ベ ー ス の 水 性 組 成 物 （ B） は 、 通 常  1～ 10 重 量 ％ の 濃 度 で 臭 素 酸 塩 を 含 み 、 4～ 7 の  pH
 値 を 有 す る 。
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